
６９

研　究

貨幣 ・信用恐席の発現過程

　　に春ける再生産と信用

竹　味　能　成

　目　次

はじめに
１　固定資本の回転上の特殊性と信用

２　消費需要の規定的作用と信用

む　す　び

は　　じ　め　に

　現代資本主義下での恐慌 ・産業循環の形態変化は，同脚こ， 現代イソフレーショソな

どの新しい諸現象をひき起こしている。特に，白由競争下の周期的恐慌においては一般

　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
的特徴としてみられた貨幣 ・信用恐慌（いわゆるバニツク現象）が，現代資本主義下では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
大きな形態変化を受けていることは注目される現象である。このような現象の背後には ・

資本の蓄積 メヵニ ズムの変化と ，それに対応する貨幣 ・信用制度の変化とが存在する ・

それゆえ，これらの変化の内容を解明するための前提として，自由競争下において貨幣

．信用恐慌を発現させた，資本の蓄積 メヵニ ズムとそれに対応する貨幣 ・信用制度との

関連を検討する必要がある 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
　そこで，本稿では，周期的恐慌の一構成部分としての貨幣 ・信用恐慌の発現に際して

の， 資本の蓄積：再生産と信用との関連を，第１に，固定資本の回転上の特殊性との関

連で，第２に，消費需要の規定的作用との関連で検討する 。

　　 ユ）貨幣恐慌（Ｇｅ１ｄｋｒｉｓｅ），信用恐慌（Ｋｒｅｄｉｔｋｒｉｓｅ），金融恐慌（Ｆｉｎａｎｚｋｒｉｓｅ・丘ｎａｎｚｉｅ１１ｅ

　　　 Ｋｒ１ｓｅ，ｉｎａｎｃ１ａ１ｃｒ１ｓ１ｓ）の概念の区別については，建部正義「貨幣恐慌およぴ信用恐慌に

　　　ついて」『商学論纂』第１２巻第５ ’６号，１９７１年，を参照。マノレクスによる貨幣恐慌と信用

　　　恐慌の概念の区別に関する理解では，建部氏は三宅義夫氏の説を支持されており，それは ，

　　　「信用恐慌というのは，貨幣が求められるという点から貨幣恐慌と呼ばれているのにたいし ，

　　　信用が崩れるという点から同じ事態をこう呼んでいる」（三宅義夫ｒマルクス信用論体系』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９）
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　　　目本評論杜，１９７０年，２０２ぺ一ジ）というものである
。

　　　　また，花井益一氏は，「……信用恐慌の信用を，単に支払手段の裏側にある信用（商業信

　　　用）とみ，信用恐慌を，裏面からみた貨幣恐慌と解するのは，妥当でない……信用恐慌はや

　　　はり銀行信用恐慌とみられるべき」（花井益一ｒ貨幣 ・信用 ・恐慌の基本理論』目本評論杜，
　　　１９６９年，１５４ぺ一ジ）と言われる

。

　　　　マルクスの貨幣恐慌概念は，商業流通の領域のものとしてだげでなく ，貨幣資本の運動領

　　域のものとしても使用されている。そして，それに対応して信用恐院概念も，商業信用およ

　　　び銀行信用の両者に関わるものといえる。そうした内容を表わすものとして，本稿では，貨

　　幣 ・信用恐院の概念を使用する 。

　２）久留間健氏は，銀行信用を通じてのイソフレーショソの進展が見換制下の限界を突破して

　　資本の蓄積を強行させることについて，「…… このことは，本来なら金融恐慌になるような ，

　　そういう限界を突破していくといっても同じことだ」（経済理論学会編ｒ現代資本主義とイ

　　　ンフレー：■ヨソ』青木書店，１９７４年，７４へ一ソ）と言われている。この場合の金融恐慌を ，

　　周期的恐慌の一構成部分としての貨幣 ・信用恐慌ととらえることが重要であり，それを発現

　　　させるメカニ ズムの変化との関連で，現代イソフレーシ ョソの解明がなされるべきである 。

　３）　このような貨幣 ・信用恐慌は，それ自体資本の破壊の一過程をなしている。イソフレーシ

　　　ョソ論の基礎的概念の１つである流通必要金量概念を，資本の破壌との関わりでとらえる必

　　要のあることについては，拙稿ｒｒ資本論』におげる流通必要金量概念と資本破壊」ｒ立命館

　　経済学』第２８巻第６号，１９８０年，を参照 。

１　固定資本の回転上の特殊性と信用

　マルクスは，貨幣の支払手段機能を基礎として生ずる恐慌をｒ貨幣恐慌の本来の形
ユ）

態」と口乎んでいる。しかし，そのような恐慌は，それ自体としては恐慌の形式的な可能

性にすぎず，それが現実性に転化して現われるのは，資本主義的生産の現実の運動の一

過程としての商業流通においてである。商業流通を構成するのは，生産資本家問の取引

と生産資本家 ・商業資本家問の取引とであり ，前者で機能する商品資本は生産財，後者
　　　　　　　　２）
は消費財からなる 。

　まず，生産資本家間で取引される生産財についてみると ，それは生産過程での機能の

相違に応じて，固定資本または流動資本の彩態をとる。両者の相違は，生産資本の回転

上の相違であり ，生産資本がその価値を生産物に移すし方の相違である。すなわち，固

定資本はいくつもの生産期問にわたって機能し，価値の一部分ずつを漸次的に生産物に

移していくのに対し，流動資本は１回の生産期剛こおいてのみ機能し，価値の全体を一

挙に生産物に移す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０）
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　ところで，固定資本のこうした回転上の特殊性は，固定資本の補翼とその新たた蓄積

に際して，再生産の正常な進行のための特殊な条件を与える。マルクスは，ｒ資本論』

第２巻，第２０章，単純再生産，第１１節，固定資本の補填の箇所で，この点についての分

析を行っている 。マルクスが与えた条件は，固定資本の現物形態での補填（更新投資）＝Ｃ

（１）と貨幣移態での補摸（更新のための積み立て）＝Ｃ（２）とが等しいということであるが ，

分析の課題の性格から，次のような理論的制約をともなわざるをえ匁かった 。

　第１に，その分析は再生産表式上の第Ｉ部門と第１部門との問の部門問均衡条件の検

　　　　　　　　　３）
出のためのものであり ，固定資本の現物形態での補填と貨幣形態での補填との均衡とい

う関係は第１部門における間題として示されている。すなわちＩ０（１）　　Ｉ刎　　ＩＣ

（２）という相互商品転換を可能とするためのＩ　Ｃ（１）＝Ｉ０（２）という関係である。それ

ゆえ，第Ｉ部門におげる問題としての分析はなされておらず，Ｉ０（１）＝Ｉ０（２）という

関係には言及されていないが，固定資本の現物形態での補填と貨幣形態での補填との均

衡という問題は，これら両部門の全体についてみておく必要がある（０（１）＝０（２））。

　第２に，それは単純再生産の前提のもとで考察されており ，拡大再生産の場合につい

ては解明されていない。そこで，この点を考慮するならぱ，固定資本の現物形態での新

たな蓄積（新投資）＝刎Ａ（１）と貨幣形態での蓄積（新たな蓄積のための積み立て）：刎Ａ（２）

とが等しいという条件が与えられることになる（舳（１）＝ 舳（２））。

　ところで，こうした均衡条件は価値 ・価格一致の前提のもとで特殊に想定されたもの

であり ，現実の再生産過程では，均衡条件に究極的には規定されながらも，それが満た

されるのは偶然的な場合でしかない。０（１）十刎Ａ（１）＞０（２）十刎Ａ（２）の場合は，固定資

本の現物形態での補填と新たな蓄積との合計が固定資本の貨幣形態での補填と新たな蓄

積との合計を上回っている状態である。こうした状態は，現実の再生産過程において ，

上昇する利潤率のもとで資本間の投資競争が展開され，商品に対する需要が供給を一般

的に超過して，商品価格の上昇傾向が生じている場合である
。Ｃ（１）十刎Ａ（１）＜０（２）十

刎Ａ（２）の場合はそれと逆の状態であり ，現実の再生産過程において，利潤率が低く ，

投資が抑制されて商品の過剰が現われている場合にほかならない 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
　これらのいずれの場合にも不均衡が生じており ，生産と消費の矛盾カ溌生していると

いえるが，前者（Ｃ（１）十舳Ａ（１）＞０（２）十刎Ａ（２））の場合には矛盾が隠蔽され，現象的

には好景気の状態が一定期問続く 。それは，取引が信用（とりわけ銀行信用）に依拠して

行われるからであり ，流通過程におげる不均衡の発現は，信用の作用によっ て一時的に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７１）
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遅らされる。そして，その代わりに不均衡は，信用の基礎にある利子生み資本の運動領

域において，特有の形態で現われるのである 。

　固定資本の貨幣形態での補填と新たた蓄積は，個別資本のもとで商品の販売代金とし

て還流した資本の一部分が，減価償却および蓄積基金として貨幣で積み立てられること

である。この積み立てられた貨幣は銀行に預金として集中され，それが一定の額に達し

て現物形態での補填または新たた蓄積が行われるまで，そのままの形態に留まる。これ

は， 蓄蔵貨幣の第２彩態と呼ぱれるものであり ，銀行によっ て貸付可能な貨幣資本とし

て他の個別資本のために機能させられる 。

　ところが，こうした貨幣資本の蓄積に対応する現実資本の蓄積は，貨幣資本の蓄積と

は異なる諸関係によっ て規定される。それは，現実資本の蓄積が資本間の競争のもとで

行われ，とりわけ生産の拡大のための投資競争がひき起こされるという点にある。商品

価格 ・利潤率が上昇するもとで，固定資本の更新投資および新投資が一斉に行われる際

には，減価償却およひ蓄積基金の積み立ての額は杜会的に不足する。そして，それらの

基金の額を越えた生産の拡大がなされる場合に，Ｃ（１）十榊五（１）＞０（２）十刎Ａ（２）の状態

が生ずるカミ，それは現実資本の蓄積に対して貨幣資本の蓄積がたち遅れることを意味す

る。

　銀行におげる貸付可能た貨幣資本の形成は，蓄蔵貨幣の第１彩態である支払 ・購買手

段準備金や，第２形態中の貨幣資本家たちの預金，少しずつしか消費できない収入など

によっ てもなされるが，それらによる貨幣資本の蓄積の犬きさは，大量的 ・集中的にな

される固定資本の更新投資および新投資の大きさには及ぱたい。それゆえ，固定資本の

補填とその新たた蓄積におげるＣ（１）十刎Ａ（１）＞０（２）十〃五（２）という関係を基礎に
，

貨幣資本の蓄積を上回る現実資本の蓄積が生じ，これを反映して利子率が中位の高さ以

上に上昇する。このような利子率上昇は，資本の再生産過程におげる不均衡（生産と消
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
費の矛盾）が，利子生み資本の運動領域において現われたものにほかならない 。

　貨幣資本の蓄積を上回る現実資本の蓄積は，銀行の信用創造に基づく貸付によって可

能にされる。しかし，白由競争下の資本主義においては，固定資本投資の拡大を直接の

目的に銀行の貸付が行われるわげではたい。自由競争下の資本主義では，固定資本投資

のための資金は直接的には自己資本によっ て調達されるのが　般的であ った。そして ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
このことと対応して，ｒパートナーシッ プ」という企業形態が一般的となっていた。そ

れに対し，固定資本投資のための資金調達が銀行の貸付によっ てなされる場合には，株

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２）
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　　　　　　　　　　　　　　７）
式市場を媒介にしてなされていた。ところが，株式会杜形態が　般的となるのは独占段

階への移行と対応するのであり ，自由競争下の資本主義においては・固定資本投資のた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
めの資金調達はそれと異な ったし方で，銀行信用に依存するものとな っていた 。

　自由競争下の資本主義において，生産拡大のための投資競争が展開される場合，個別

資本は自已資本による資金調達という方法に従い，個別資本 レベノレでの支払 ’購買手段

準備金の節約を行う 。この自已資本による資金調達は，とりわげ固定資本の資本規模が

比較的小さいということを条件にしている 。

　杜会的な準備金の節約の場合は，その節約が個別資本の支払 ・購買手段準備金の銀行

への集中によっ て行われる。その結果，共同の準備金として銀行に常時留まる部分以外

の準備金が貸付可能な貨幣資本に転化される。これに対し，個別資本 レベノレでの支払
・

購買手段準備金の節約は，準備金それ自体の喪失を意味する・この場合に１取引が商業

信用の連鎖の拡大によっ てたされるとしても，現金での賃金支払の必要や商業信用に固

有の限界（手形の額面金額 ・期限の相違，連鎖の範囲の限界たど）のために・取引のすべての

都分が商業信用のみによっ てなされることは不可能である・そして
・準備金喪失のもと

で現金支払の必要が生ずることは，再生産の円滑な進行を阻害するため，個別資本の準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
備金に代わるものとして，手移割引等の移態での銀行信用への依存が生ずる。この場合

には，貸付可能な貨幣資本の形成は行われず
，すでに移成されている貨幣資本が銀行に

よっ て貸付げられることを意味する 。

　ところで，市中銀行（商業銀行）の行う貸付は，一般に信用創造に基づくものといわ

れているが，それは本来貸付可能な貨幣資本の形成に基づく貸付であ って
，その貨幣資

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
本の蓄積の大きさによっ て制約されている。この制約を越える貸付が固有の意味での信

用創造に基づくものであるが，それは市中銀行単独ではなしえず・中央銀行信用を背景

としてはじめて可能にたる。中央銀行は市中銀行に対する手彬の再割引等を通じて，発

券または預金設定等の形態で信用取引を行う 。市中銀行の行う固有の意味での信用創造

は， このようた中央銀行信用に依存して行われるのである。それゆえ，この中央銀行信

用に限界が生じた時，市中銀行の信用創造にも限界カミ生じ，利子生み資本の運動領域に

現われた不均衡（貨幣資本の蓄積を上回る現実資本の蓄積）は流通過程におげる支払手段の

欠乏として現われる。そして，支払手段の欠乏は取引の基礎にある信用（商業信用および

銀行信用）の
　般的撹乱をひきおこすのであり １これが貨幣 ・信用恐慌にほかならない 。

　　　１）Ｋ・・１Ｍ… ，肋伽倣プ伽肌乃舳１・（ＭＭ鮒
一刑・洲肋・・Ｚ・ 耽伽

・Ｉｎｓｔｉｔｕｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３）
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　　　ｆｕｒ　Ｍａｒｘ１ｓｍｕｓ－Ｌｅｎｍｌｓｍｕｓ　ｂｅｍ　ＺＫ　ｄｅｒ　ＳＥＤ，Ｄ１ｅｔｚ　Ｖｅｒ１ａｇ，Ｂｅｒｌｍ，Ｂｄ２６，Ｚｗｅ１ｔｅｒ

　　　ＴｅｉＬ１９６７）Ｓ．５１５．邦訳ｒ剰余価値学説史』（『マルクス ・ヱソゲルス全集』第２６巻，第２分

　　　冊，大月書店，１９７４年）６９５べ一ジ 。

　　２）生産資本家問の取引に商業資本家が介在する場合には，生産資本家　商業資本家聞の取引

　　　には生産財も含まれる。しかし，それが投機的取引としての特有の意義をもつものでない限

　　　り， 捨象して考察しうる。また同様に，消費財に関する取引においても，それを生産資本家

　　　と最終消費者との問に商業資本家が単に介在しただけのものとして，投機的取引については

　　ひとまず捨象して考察するものとする。この点については，次章を参照 。

　３）　 「杜会的再生産過程に関しては，問題になるのはただ部門皿と部門Ｉとのあいだの転換だ

　　げである ・」（Ｋａｒｌ　Ｍａｒｘ・Ｄｏｓ　Ｋ妙〃，Ｂｄ・Ｉ工，〔Ｋｏ〃〃ｏ閉一〃〃７肋肋９２１ｓ肋伽，ａ．ａ

　　
Ｏ．， Ｂｄ．２４．１９６３〕，Ｓ．４４９．邦訳ｒ資本論』大月書店全集版，１９６８年，第２巻，５５５べ一ジ）

　４）特に拡犬再生産の場合の固定資本の補翼をめぐる問題から恐慌論の体系化を行おうとした

　　ものに，井村喜代子ｒ恐慌　産業循環の理論』（有斐閣，１９７３年）がある。井村氏は拡大再
　　生産の場合の特有な問題としてのア＞ｏ戸（本稿では０（２）＞Ｃ（１））に着目され，これをく

　　生産と消費の矛盾〉の累積成熟との関連で問題にされている。その場合，ｒ下降への逆転」

　　を論ずる際に，第皿部門でのｒ実現」条件の悪化と新投資の鈍化が，Ｉ　Ｆ部門（労働手段生

　　産部門）での「実現」条件の悪化と新投資の鈍化に及ぷ点を中心に説明されている
。

　　　 ところで，更新投資から新投資へと投資の中心が移る際に，全体としてＣ（１）十刎五（１）＞

　　 Ｃ（２）十刎五（２）（井村氏では６亙十刎戸６＞１＋刎戸８）の状態がしぱらく統く 。井村氏は，その
　　後それと逆の状態が出現し，そのもとで「実現」条件の悪化が生ずるとされている。しかし ，
　　前述の状態においてすでに不均衡（生産と消費の矛盾）が生じているとみなけれぱならず

，

　　その不均衡は，流通過程での発現が一時的に遅らされると同時に，他の形態をとって（利子

　　生み資本の運動領域において）現われるのである
。

　　　林直道氏もＣ（２）〉Ｃ（１）（林氏ではＣ（２）十舳（五）＞Ｃ（１）十舳（３））の問題に着目され，こ

　　の「差額」を「追加貨幣が継続的に導入されなげれは過剰生産に転化するところの要因」

　　（林直道ｒ恐慌の基礎理論』大月書店，１９７６年，２００へ一ソ）ととらえておられる。林氏は，

　　他方で，供給を上回る需要のもとで，蓄積源泉の枯渇による蓄積テ：■ポのスローダウンとい

　　う間題を指摘されている。それは，Ｃ（１）十刎五（１）＞Ｃ（２）十刎Ａ（２）の状態を示し，林氏のい
　　われるＣ（２）十伽（Ａ）＞Ｃ（１）十伽（Ｂ）の状態とは逆の意味での不均衡を意味するものであ

　　る 。

　５）林直道氏は，貨幣資本の需給関係について詳細こ検討され，ｒ過剰生産が形成される前に
，

　　 さきに貸付資本の枯渇という形で矛盾がぱくろされる」（林直道「恐慌＝景気循環における

　　信用の役割　　資本主義的再生産の矛盾と貨幣資本一」経済理論学会編ｒ戦後景気循環と

　　二つの経済学』＜現代経済学叢書＞青木書店，１９６３年，６４べ一ジ）場合のあることを指摘さ

　　れている。貸付資本の枯渇は，Ｃ（１）十刎Ａ（１）＞０（２）十榊五（２）の状態が続くもとで生ずるが
，

　　それは手形決済資金の不足という形態で不均衝（生産と消費の矛盾）が現われたものであり
，

　　それ自体過剰生産の現象形態とみるへきである 。

　６）　 「・…・・１８世紀はもちろん，１９世紀半ぱになっても，工業は重工業も含めて，株式会杜彩態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７４）
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　をとることはなかった。それは１７２０年の泡沫会杜法によっ て， 株式会杜の設立が厳しく制隈

　されていたことにもよるが，一つには当時の大部分の工業が株式や杜債を発行して，出資者

　を公募するほど多額の固定資本を必要としなかったからでもある。……イギリスの工業界が ，

　法的に株式会杜組織の採用を一般的に認められるのは１８５５年の有限責任法からであり ，現実

　にこの制度を利用して資本を公募するようになるのは１９世紀の８０年代以降であったし，証券

　市場が一般工業株の市場となるのも１９世紀末からのことであった。」（荒井政治，内田星美 ，

　鳥羽欽一郎編ｒ産業革命の展開』有斐閣，１９８１年，６６べ一ジ）

７）Ｒ ・Ｇ ・ホートレーは，イギリスの場合について次のように述べている。「固定資本を拡

　張する商工業者はしぱしぱ，資金調達方法を選択する。すなわちそれは，一方では長期投資

　市場を通ずるものであり，これは資本市場におげる株式あるいは杜債発行，または証券売却 ，

　またはモーゲージ契約によるものである。他方でそれは，銀行貸付を通ずるものである。銀

　行もまた，ジ ョッバーや投資家や投機家へ証券購入のための資金を貸付ける。そしてその貸

付額は，株式市場を通じて，貯蓄と同じ基盤で資本目的に利用されうるものとたる 。」（Ｒ．Ｇ

　Ｈａｗｔ「ｅ篶Ａ　Ｃ舳”ツゲ肋倣肋加，Ｆ「ａｎｋ　Ｃａｓｓ＆Ｃｏ．Ｌｔｄ ．， １９６２，ｐ
．１４６
。英国金融史

　研究会訳『金利政策の百年』東洋経済新報杜，１９７７年，１４３へ一ソ） 。

８）生川栄治氏は，中央銀行について論じられた中で，発券集中の物質的基礎としての金属準

　備の集中を間題にされ，金属準備の再生産的関連を検討されている（生川栄治「中央銀行 ’

　金属準備再生産」ｒ経営研究』第２８巻第５号，１９７８年）。その際，信用の必然性のうち流通

　時間の止揚に関わるものを自由競争段階に，資本所有の量的制限の止捌こ関わるものを独占

　段階に対応させておられる。後者において，「固定資本にかんする銀行の信用授与」（同上 ，

　１５ぺ一ジ）が問題にされているが，資本所有の量的制限の止揚は銀行の固定資本信用として

　のみとらえられるべきではない。また，これを独占段階に固有の問題とするのではなく ，資

　本蓄積様式の異なった段階におげる，固定資本の調達と銀行信用との関連の具体的彩態の相

　違をとらえる必要がある 。

９）井村喜代子民は，好況局面での新投資，生産拡大がｒそれまでに積み立てられてきた蓄積

　基金はもちろんのこと，当面不用な償却基金や準備金をも利用して」（井村喜代子，前掲書，

　２１５へ一ソ）行われ，その限界を越える新投資，生産拡大が信用の作刷こよっ て可能にされ

　ると主張されている。そして，この場合でも，ｒ信用の作用はｒ実現』条件の悪化を一時隠

　蔽し，そのもとでｒ実理』条件の悪化を倍化するような作用をはたしているわげではない」

　（同上，２２０べ一ジ）と言われる 。

　　更新投資から新投資へと投資の中心が移る際には，個別資本の僕却基金の積み立て額はご

　く小さなものであり，それは銀行に集中され，銀行の果たす杜会的な機能を通じてはじめて ，

　個別資本にとって利用可能なものとなる。また，個別資本の準備金も銀行に集中され，その

　杜会的な節約の結果として，個別資本にとって利用可能なものとなる。このいずれの場合も ，

　貸付可能な貨幣資本の彩成を意味し，それに基づく新投資 ・生産拡大は何ら不均衡をもたら

　すものではない（Ｃ（１）十榊Ａ（１）＝Ｃ（２）十刎Ａ（２））。しかし，資本間の競争のもとで，その

　隈界を越えて信用が新投資生産拡大を可能にする場合には，貨幣資本の蓄積を上回る現実

　資本の蓄積が行われ（Ｃ（１）十榊Ａ（１）＞Ｃ（２）十刎Ａ（２）），ここに不均衡が現われることにな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７５）
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　　　る 。

　１０）麓健一氏によれば，信用創造とはｒ銀行が『信用そのもの』を取引することによっ て， 無

　　準備の銀行債務を造出し，しかもこの無準備の銀行債務が貨幣に転化することたくして，そ

　　　のままの形態で絶対的に貨幣として機能する」（麓健一ｒいわゆるｒ信用創造』」信用理論研

　　　究会編ｒ講座信用理論体系』皿 ，第１部，基礎理論篇（下），目本評論杜，１９５６年，１１２ぺ一

　　　ジ）ことである。そして，いわゆるｒ現金的信用創造」（現金の貸付に基づく創造）は，一
　　　種の擬制資本の造出ではあるが信用創造とはいえず，ｒ遊離貨幣の貸付可能た貨幣資本への

　　　転化にほかならないもの」（同上，１２８べ一ジ）だと言われている 。

　　　市中銀行は「現金的信用創造」のみでなく ，ｒ振替的信用創造」（預金設定による貸付に基

　　　づく信用創造）をも行う 。しかし，この場合でも，それが銀行の無現金取引の技術に依存す

　　　る隈りで隈界をもち，それに基づく貸付は貨幣資本の蓄積の犬きさによって制約されざるを

　　　えたい 。

２　消費需要の規定的作用と信用

　商業流通を構成するもう一方の要因である生産資本家 ・商業資本家問の取引，すなわ

ち消費財に関する取引においては，それが（最終）消費需要に直接的に観定されている

点が特徴的である。これに対し，生産財に関する取引は，消費需要に究極的には観定さ

れるとはいえ，一定の相対的独自性をもっ て行われる。すたわち，生産資本家は利潤率

の大きさに影響する需要の動向について独自の予測を行い，それに基づいて生産の大き

さを決定する。その際，消費財生産部門の資本家は商業資本家からの需要の大きさを基

礎にその独自の需要予測を行う 。それに対し，生産財生産部門の資本家はこの消費財生

産部門の資本家からの需要だげではなく ，他の生産財生産部門の資本家からの需要（生

産的消費需要）の大きさをも基礎にして，需要予測を行う 。それゆえ，生産財生産部門の

資本家間の敢引は一定の相対的独自性をもって行われる余地がある。そして，そのよう

な取引に主導される限りにおいて，生産資本家問の取引は（最終）消費需要から相対的

独自性をもち，それによっ て問接的に観定されるものとな っている 。

　ところで，消費需要からの相対的独自性をもって行われる生産財に関する取引におい

ては，前章でみたような不均衡（生産と消費の矛盾）が生じ，ｒ実現」の困難とな って発

現するが，不均衡は消費需要によっ て直接的に観定される消費財に関する取引において

も発現する。この場合に，不均衡の発現の過程を，固定設備の建設期問の長期性という

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
問題の介在によっ て説明する見解がある。すなわち，固定設備の建設期間中には一方的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６）
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購買 ＝需要要因が生ずるのに対し，その建設期問の完了によっ て， それが一方的販売 ＝

供給要因に転化し，消費需要からの相対的独自性の側面が消費需要による規定性の側面

へと転化するというのである。そして，その結果生産財 ・消費財のそれぞれに関する取

引において，「実現」の困難が発生することになる 。

　ところで，固定設傭の建設期問の完了による一方的販売＝供給要因がｒ実現」の困難

とな って現われるには，それに反対に作用する要因である，固定資本投資を中心とした

蓄積拡大のテソポの低下が条件となる。ある部面での固定設備建設が完了しても，他の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
部面で固定設備建設が継続されるならぱ，ｒ実現」の困難が現実化することはない。こ

の場合には，消費財に関する取引においても，蓄積拡大にともなう雇用増大による賃金

総額の増大が生じ，消費需要が拡大するため，「実現」の困難が現実化することはない
　　　３）
のである 。

　そこで，消費財に関する取引におげる「実現」の困難の発現を，前章でみた生産財に

関する取引におけるｒ実現」の困難の発現との関連でみていくことにする。生産財に関

する敢引において，固定資本投資を中心とした蓄積拡大の継続は，産業循環の繁栄局面

におげる生産の拡大のための投資競争として展開される。そこでは，前章で検討したよ

うな不均衡が生じているが，それはただちに流通過程において，消費需要の規定的作用

を受げるという形態をとっ て現われるわげでは次い。その不均衡は，まず利子生み資本

の運動領域において現われるのであり ，その際の特質は，貨幣資本の蓄積を上回る現実

資本の蓄積と ，それを支える銀行信用にある。それゆえ，その不均衡が流通過程におい

て現われる際には，信用の制卿こ基づく支払手段の欠乏という形態をとり ，貨幣 ・信用
　　　　　　　　４）
恐慌をひき起こす。

　この貨幣 ・信用恐慌をひき起こす支払手段の欠乏こそは，不均衡（生産と消費の矛盾）

の最初の現象形態であり ，また消費需要の規定的作用を受げる第１の形態である。すな

わち，消費需要の規定的作用は，まずそれ以前になされた（手移）取引の決済をめぐっ て

現われる。そして，その手形決済において，投資競争を通じて行われた生産の拡大が ，

杜会的な消費関係から遊離するものであ ったことがはじめて明らかにされる。そして ，

この形態におげる消費需要の規定的作用は，まず生産財に関する取引に特有のものとし

て現われる 。

　貨幣 ・信用恐慌は，支抵手段の欠乏を連鎖的に生じていく過程である。これは，個別

資本が支払手段準備金を固定資本投資のために使用して，支払手段の調達を手形割引等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７７）
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の形態で銀行信用に依存することにな った結果である。そこで，信用の制限が現われる

もとでは，個別資本は自已の商品をより多く販売することによっ て， 支払手段の調達を

行おうとする。そして，そのために商品の価格釘り下げ競争が展開されることにたる 。

　これは，現在の時点で行われる取引をめぐっ て現われる問題であり ，消費需要の観定

的作用の第２の形態といえる。この場合に問題なのは，支私期限までに支払手段を調達

するためには，商品が低下した価格でしか販売されえないということであり ，そうＬた

内容をもつものとしてのｒ実現」の困難である。そして，それは支払手段の欠乏という

ことから生じたものであり ，結局，それまでになされた生産の拡犬が杜会的な消費関係

から遊離するものであ ったことを示している。この形態での消費需要の規定的作用は ，

生産財に関する取引だげでなく ，消費財に関する取引においても生ずる 。

　支払手段の欠乏する中で，支払手段を調達するための商品の価格切り下げ競争が行わ

れると ，利潤率が低下し，固定資本投資を中心とした蓄積拡大のテソポが低下する。そ

の結果，固定設傭建設の継続に困難が生じ，ｒ実現」の困難が現実化する。消費財に関

する取引においては，雇用増大による賃金総額の増犬のテソポが低下し，商品供給に対

して消費需要が相対的に縮小することによっ て， ｒ実現」の困難が現実化することにな

る。

　また，商品の価格切り下げ競争の展開の過程で，商品価格の費用価格以下への低下が

生ずる場合には，資本の蓄積は停止され，生産の縮小が行われる。さらに，競争に敗れ

て支払手段の調達ができなくなる場合には，その企業の支払不能 ・倒産という事態が生

じ， 生産は停止される。これらの結果，犬量の失業が発生するが，このことは賃金総額

の減少をもたらし，消費需要を絶対的にも縮小させる。それゆえ，消費財に関する取引

におげる「実現」の困難はいっそう大きなものとなる 。

　このようにして生ずるｒ実現」の困難は，恐慌が生産過程をもとらえた結果として現

われたものである。それは，投資競争を通じて行われた生産の拡大を，再び杜会的な消

費関係に照応させる過程にほかならない。支払手段の欠乏，およびそれから生ずる商品

の価格切り下げ競争は，消費需要の規定的作用が現われる彩態であり ，それゆえ不均衡

（生産と消費の矛盾）の現象移態であ ったが，その解決は，一方で競争に勝ち残った資本に

おげる支払手段の調達の成功と，他方で競争に敗れた資本の支私不能 ・倒産，したが っ

て債務の帳消しとによる，支払手段の欠乏の解消という彩態でなされる。その場合，競

争に敗れた資本においては，全面的た生産の停止が生じ，また，競争に勝ち残った資本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７８）
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サこおいても，商品の価格切１下げ競争の影響によっ
て生産の縮小が生じる場合カミある ・

したがって
，そうした消費需要の縮小の結果生じた過程に基礎をおく「実現」の困難

は， 恐慌の深化の過程におげる，すなわち
・不均衡（生産と消費の矛盾）の解決移態にと

もた つて生ずる特有の現象だといえる。そして
・この場合１こは，消費財に関する取引に

おいて
，消費需要の縮小によるｒ実現」の困難が生ずるのであるが・それは不均衡（生

産と消費の矛盾）の最初の現象形態としての
・恐慌の全過程の起点とたるものではない ・

それは，恐慌の。つの結果として現われ
，その結果がまた原因とた って・消費鮒こ関す

る取引においても支払手段の欠乏が生じ，ｒ実現」の困難カミよ１い
っそう激化すること

を通じて
，恐慌の作用を大き／する役割を果たすものである・このような内容７こおいて ・

それは消費需要の規定的作用の第・の形態と／ ・っ てよい
・この形態での消費需要の規定

的作用、ま
，生産財に関する取引と消費財に関する弼１のいずれの場合にも生ずるが・後

老の場合には（最終）消費需要による直接的た観定的作用ということができる ・

こうして
，消費需要に直接的に観定される消費財に関する取引においては・生産財に

関する取引に紺るのと同様に，ｒ実現」の困難が生ずるが
・それは支払手段の欠乏を

起点とする貨幣 ．信用恐慌の結果であ／ ・と１わげ
・それヵミ生産過程に作用を及ぼした

ことの結果なのである。そして
，恐慌が支払手段の欠乏を起点として生ずるたらぱ・そ

れは生産財に関する取引においてまず最初に生ずるものであ１ ，そこでの生産拡大のた

めの投資競争が信用に依存して行われた結果に１まかたらたい・そして，消費財に関する

取引におげるｒ実現」の困難は
，そのよ／な過程の結果として生じたものといえる ・

　　
ところで
，消費財に関する取引が投機的たものとして・信用に依存して行われる場合

がある。この場合には
，取引が商業資本家の思惑によっ てたされるのであり ・そうした

取引は消費需要によっ
て直接的に規定されているとはいえ帆そして・投機の失敗と

い１移で消費需要による観定が現わヘケ場合には・支払手段の欠乏が生じ・それによつ

て貨幣 ・信用恐慌がひき起こされうる ・

しかし，そのような貨幣
・信用恐慌が周期的恐慌の一構成部分となるためには，生産

過程セこまで作用が及ぶことが必要であ／ ，そ１で鮒れぱ
，それは「やはり貨幣恐慌と

呼ぱれてはいても独立に現われることのある・したがって産業や商業にはただはね返り

的サこ

作用するだげの特殊な種類の恐樫
」にすぎ肌それゆえ・投機的取１１の失敗を起

点とする貨幣 ・信用恐慌が周期的恐慌の一構成部分とたるのは
，それが生産財に関する

取引サこおげる不均衡（生産と消費の矛盾）の発生と・その利子生み資本の運動領域での発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７９）
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現を基礎として・生産財に関する取引に際しての信用制隈の影響を強める役割を果たす

ことの結果なのである
。

　　 １）このような見解は・すでにツガソ（Ｍｉ・…１・・…。。。一・。。ａｎ。。ｓ。。，。左”。、”夕”、

　　　Ｍ州Ｇ・・

舳加ゴ舳・燃舳岬伽・・… ，１・・１，・．…一… ．救仁郷繁
　　　訳『英国恐慌史論・ぺ１カン杜・ ・…年・…一…ぺ一ジ）やヒルフア デイソグ（。、。。１．
　　　 Ｈｉ１ｆｅ「ｄ’ｎ・・刀・・ 肋燃１榊一脇・・脇肋・ゴ１・ 伽。舳脇１”刀、ゴ、、 岬、。。、刎”、
　　　 〔”炸Ｓ脇・Ｄ・’ｔｔ・・Ｂ・・いｉ・・・・…〕・・・…一…邦訳・金融資本論。岩波文庫
　　　版・中・１９５５年・１・・一１・・べ一ジ）１こおいてみられそれは井村喜代子氏

，林直道氏らの研
　　　究にも一定の影響を与えている

。

　　２）井村喜代子氏は…生産建設鯛・の長い部門の多／は１部門に属するが
，そこにおい

　　　て好況過程で市場の条件をこえて投資拡大生産拡大が行なわれたとしても
，それを鹸と

　　　 してＩ部門内の諸部門の新投資が促され自部門の市場自体を拡大する
・はね返り効果

・・

が
　　　生じるので・供給増大の後も・供給過剰が生じない，あるいは供給不足すら生じることがあ
　　　 りうる」、（井村喜代千鵜…ぺ一ジ）とされなカ１らも，・・生産 ・建設期間・の長期性
　　　のもとで・『実現１条件の悪化が一時隠蔽され関連部門の生産拡大取引拡大がすすんで

　　　いたところでは・『生産 ・建設期問１の完了によ１増大した生産物が市場に供系合されること

瓢鵡算ユ篶鴛ぷ豊鷲讐１をふ／め１一靴
　　　　この竺合には・すでにア・・亙（本稿で１よ・（・）・・（１））の問題が生じているのであり

，

　　 それを則提とした蓄積拡犬のテソポの低下を媒介としている
。しかし，それとは逆の。（１）

　　　二刎Ａ（１）＞Ｃ（２）十刎五（２）の状態を前提に
・その場合の不均衡（生産と消費の矛盾）を問題

　　にするならぱ・井村氏の場合とは異なった形態で，・実現・の困難が生ずることになる
。

　　　林直道氏は・この蓄積拡大のテソポの低下を蓄積源泉（過去の貨幣蓄積）の枯渇によつ
て

　　説明され予の結果「・買いの一時的大量性・の原理にとっ
て代わって・売１の長期的一方

　　性》の原理破配的となる ．’・・ヂ剰生産の様相がは一き１する ・・…・現実の商品１ままだ売れて
　　いないのに・手形の支払期隈が次・と到来する」（林直道ｒ恐慌の基礎理論』前掲

，１．１ぺ一

　　 ジ）という過程を通じて恐慌が開始されると言われる
。

　　　 この場合に・蓄積源泉の枯渇は支払手段の欠乏という形態をとっ
て現われるのであり，蓄

　　積拡大のテソポの低下はその結果として生ずる
・それゆえ，蓄積拡大のテンポの低下の結果

　　である「実現」の困難が支払手段の欠乏の原因となるのは
，恐慌の始まる過程での問題では

　　なく ，恐慌の深化過程の問題としてみるべきである
。

３）賃金総額の増大が消費需要の拡大となるのは
，主として雇用量の増大のためであるが，ま

　　二・商品価格の上昇との関連でみた単位当た１実質賃金の上昇の結果でもある
。・好況局面

　　では・消費手段の市場価格は一生産手段の価格上昇よりは下回るとはいえ＿上昇傾向を

　　 しめしこ二は賃金の実質的上昇を抑制する一因として作用する
・しかし上の条件の存在

　　三るところでは・賃金は実質的にも上昇をしめす傾向にあると考えられる
。」（井村喜代子

，

　　則掲書，３４９べ 一ジ）

４）井村喜代子氏は・・信用にもとつ／取引が一般／ヒしているうえ
，ｒ実現１条件の悪化 ．還

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０）
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流の遅滞が生じはじめるもとで，それによる支払困難を，手形の長期化，手彬割引への依存

度の上昇，手彬操作によって切り抜けてきている基礎上では，ｒ見込』的
・投機的取引の失

敗， 遠隔地取引の失敗はもちろん，ｒ実現』条件の悪化一般は，手彩割引の困難，手形操作

の破綻等，貸付資本の入手困難と結びついての支払不能 ・倒産という形態をとっ
て表面化す

　る」（同上，２７９ぺ一ジ）と言われている 。

　先に見たように，井村氏はｒ実現」条件の悪化をア＞ｏＦを前提に説明されているのであ

　るが，手彩割引などによる銀行信用への依存は
，それとは逆のＣ（１）十榊Ａ（１）＞０（２）十刎Ａ

（２）の状態のもとで生ずるのである。その場合に，信用の制限が生ずる結果，支払手段の欠

乏が現われるのであり ，一その移態においてはじめて
，ｒｒ実現』条件の悪化」が生ずるとみる

　べきである 。

５）　このような投機的取引は，生産資本家問の取引に商業資本家が介在する場合には，生産財

　に関する取引においても生ずる現象であり，恐慌の作用をいっそう激しくする要因となる 。

　この点については，前章，注２）を参照 。

６）刀。。Ｋ功伽１，Ｂｄ
．１

，（Ｋ・舳鮒一肋洲Ｅ犯・・１・肋伽・・…Ｏ ・・

Ｂｄ・２３・１９６２）・Ｓ

　１５２．邦訳，前掲，第１巻，１８０べ一ジ 。

む　　す　　び

　自由競争下の周期的恐慌は，その不可欠の一構成部分として・貨幣 ・信用恐慌の局面

を含むものであ った。貨幣 ・信用恐慌は，それ自体，資本の破壌の過程であり
・再生産

の不均衡（生産と消費の矛盾）を一時的 ・暴力的に解決する形態である。そして・貨幣
．

信用恐慌が生産過程に作用を及ぼしてゆくことによっ て恐慌はいっそう深化し・激化し

てゆくのである 。

　貨幣 ．信用恐慌の発現過程においては，支払手段の欠乏という現象が起点をなす・こ

れは，資本間の競争のもとで
，固定資本投資を中心とした蓄積拡大が信用に依拠して行

われることの結果である。このような蓄積拡大の過程において・不均衡（生産と消費の矛

盾）が形成され，それは利子生み資本の運動領域において特有の形態をとっ て現象する ・

その結果，流通過程での不均衡の発現は一時的に遅らされるが，他方で
，この過程が信

用に依拠して行われるため，信用部面に特有の作用が及ぽされる・それは・蓄積拡大の

過程が，同時に，市中銀行の信用創造を可能とさせている中央銀行信用に限界をもたら

すためであり ，その結果，支払手段の欠乏という移態で，流通過程において不均衝が発

現するのである 。

　信用に依拠した蓄積拡大の過程が中央銀行信用に限界をもたらす作用を及ぼすのは ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８１）
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中央銀行信用の基礎にある中央銀行準備金の特有の運動を媒介としている
。そして，こ

の運動は・見換制下の貨幣 ・信用制度の特有の諸条件に規定されている。自由競争下の

貨幣 ．信用恐慌の発現過程の解卿ことっ ては，そうした貨幣 ・信用制度の果たす役割の

分析が不可欠であり ・本稿はそうした研究にとっ ての前提をたす諸問題の検討を行った

ものである・そして・貨幣 ・信用制度の変化したもとでの貨幣 ・信用恐慌の発現過程の

メカニズムの変化を解明することにより ，現代イソフレーシ ヨソなどの諸問題への接近

が可能となるのである
。

（８２）


